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神河の教育

神

河

の

教

育

２
０
１
３
年

―
信
頼
と
魅
力
の
あ
る
学
校
・
園
づ
く
り
―

【
神
河
町
の
教
育
目
標
】

１　

希
望
に
あ
ふ
れ
、
目
標
に
向
か
っ
て
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
。

２　

基
礎
基
本
の
力
を
定
着
さ
せ
、
個
性
と

創
造
性
を
伸
ば
す
力
を
育
む
。

３　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
し
、
共

に
生
き
る
力
を
育
む
。

４　

多
く
の
人
と
交
わ
り
、
自
然
や
歴
史
・

文
化
に
触
れ
、
豊
か
な
心
を
育
む
。

５　

神
河
の
一
員
と
し
て
地
域
に
関
わ
り
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
む
。

「
学
校
教
育
の
現
状
と
重
点
行
動
目
標
」

１
．
神
河
町
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て

　

２
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
平
成
24
年
４

月
実
施
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
―
小

６
・
中
３
対
象
、
平
成
24
年
12
月
実
施
―
小

５
・
中
２
対
象
、
幼
小
中
全
保
護
者
対
象
）

か
ら
分
か
る
神
河
町
の
子
ど
も
た
ち
の
学
校

生
活
に
つ
い
て
の
一
端
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
希
望
に
あ
ふ
れ
、
目
標
に

向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
は
「
楽
し
い
学
校
生
活
」

に
あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
行
っ
た
２
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

学
校
生
活
（
学
習
や
遊
び
、
部
活
、
そ
し
て
、

友
だ
ち
に
会
う
こ
と
）
に
つ
い
て
、「
楽
し

い
」「
だ
い
た
い
楽
し
い
」
と
肯
定
的
に
答

え
た
子
ど
も
が
大
多
数
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
幼
・
小
・
中
の
保
護
者
の
方
々
も
、

自
分
の
子
ど
も
が
「
楽
し
く
」「
だ
い
た
い

楽
し
く
」
学
校
に
通
っ
て
い
る
と
答
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
学
校
が
「
楽
し
く
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
こ

の
子
ど
も
た
ち

の
思
い
も
し
っ

か
り
受
け
止
め
、

子
ど
も
た
ち
の

楽
し
い
学
校
生

活
を
さ
ら
に
大

切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

　

神
河
町
の
学
校
・
園
は
、
本
年
度
か
ら
１
中
学
校
４
小
学
校
４
幼
稚
園
の
新
し
い
体
制
に
な
り
ま
し

た
。
各
学
校
・
園
で
は
、命
や
人
権
を
大
切
に
す
る
安
全
安
心
な
教
育
環
境
を
基
に
し
て
、学
び
あ
う「
確

か
な
学
力
」
支
え
あ
う
「
豊
か
な
心
」
育
み
あ
う
「
健
や
か
な
体
」
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を

め
ざ
し
、
教
育
目
標
に
従
い
信
頼
と
魅
力
あ
る
教
育
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

①
楽
し
い
学
校
生
活

幼稚園保護者 中学校保護者小学校保護者
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②
落
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着
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日
常
生
活

0

20

40

60

80

100

中 3小6
98.4

94.9
88.2 84.7

100 97.8 96.1

85.4
81.1 81.7

96.9

83.2

98.4 97.8

起床時間 就寝時間 朝食 家族と夕食 出来事を話す 地域の行事 挨拶

（%）

小6 中3
0

20

40

60

80

100
いいえ

あまり

だいたい

はい

（%）

小5 中2
0

20

40

60

80

100
いいえ

あまり

だいたい

はい

（%）

子どもは学校を
楽しいと思っているか

学習・遊び・
　部活は楽しいか

友だちに会うのは
　　　　　楽しいか

小6と中3の日常生活
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神
河
町
の
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生

の
日
常
生
活
は
安
定
し
、
落
ち
着
い
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
は
、

起
床
時
刻
や
就
寝
時
刻
が
決
ま
っ
て
い
て
、

き
ち
ん
と
朝
食
が
と
れ
て
い
ま
す
。
生
活
が

規
則
的
で
す
。
ま
た
、
家
族
と
一
緒
に
夕
食

を
と
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
と
き
に
家
族
と

今
日
の
出
来
事
を
よ
く
話
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
異

年
齢
の
人
と
交
わ
る
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
挨
拶
の
項
目
は
、
飛
び
抜
け
て
高
い
数

字
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
全
学
年

に
共
通
し
て
い
ま
す
。

③
学
力
の
現
状

（
平
成
24
年
度
学
力
・
学
習
状
況
調
査
か
ら
）

　

平
成
24
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
（
小
学
６
年
生
、
中
学

３
年
生
対
象
）
で
は
、
神
河
町
の
子
ど
も

の
学
力
の
到
達
度
は
、
国
語
・
算
数
・
数

学
・
理
科
の
基
礎
的
基
本
的
問
題
（
Ａ
問
題
）、

国
語
・
算
数
・
数
学
の
活
用
的
問
題
（
Ｂ
問

題
）
と
も
、
全
国
平
均
、
兵
庫
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
現

状
は
、
自
分
の
こ
と
ば
で
表
現
し
た
り
、
根

拠
づ
け
て
考
え
を
書
い
た
り
す
る
力
に
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
比
較
的
良
い
状
況
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
各
学
校

の
地
道
な
教
育
実
践
と
と
も
に
学
校
・
家
庭
・

地
域
で
の
落
ち
着
い
た
日
常
生
活
と
良
い
人

間
関
係
と
い
う
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
教
育

環
境
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

２
．
保
護
者
の
願
い

　

平
成
24
年
12
月
に
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
全
保
護
者
（
９
６
１
人
）
を
対
象
に

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
に
あ
げ
ら
れ
た
教
師

像
や
学
校
・
園
教
育
は
、
全
て
が
保
護
者
の

願
い
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
保

護
者
の
項
目
の
選
択
の
傾
向
か
ら
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
の
保
護
者
が
共
通
し
た
願

い
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
先
生
に
は
「
分
か
り
や
す
い
、
楽
し
い

授
業
の
中
で
子
ど
も
の
や
る
気
を
育
て
る
た

め
に
、
優
し
く
時
に
は
厳
し
く
」
指
導
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
し
て
子
ど
も
の
こ
と
で「
気

楽
に
相
談
で
き
る
」
先
生
で
あ
っ
て
欲
し
い
、

と
い
う
保
護
者
の
願
い
が
分
か
り
ま
す
。
ま

た
、
学
校
・
園
に
対
し
て
は
、「
授
業
を
工

夫
し
て
」
自
学
自
習
が
で
き
る
力
を
つ
け
て

も
ら
い
た
い
、
基
本
的
な
し
つ
け
や
人
と
の

心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
、

と
い
う
願
い
が
読
み
と
れ
ま
す
。

３
．
神
河
町
の
学
校
・

　
　
　
　
　

園
で
取
り
組
む
重
点
行
動
目
標

　

神
河
町
の
教
育
目
標
を
実
現
し
て
い
く
た

め
の
入
り
口
を
三
つ
定
め
ま
し
た
。
ひ
と
つ

目
は
あ
い
さ
つ
で
す
。
良
い
教
育
環
境
を
つ

く
る
た
め
の
入
り
口
で
す
。
二
つ
目
は
読
書

で
す
。
豊
か
な
心
の
根
っ
こ
に
な
り
ま
す
。

三
つ
目
は
こ
と
ば
の
力
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
身
に
つ
け
る

入
り
口
に
な
り
ま
す
。

①
元
気
・
笑
顔　

　
　
　
　
「
あ
い
さ
つ
」
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

　
「
あ
か
る
く
元
気
に
」「
い
つ
も
い
き
い
き
」

○
保
護
者
が
願
う
先
生
像（

３
つ
ま
で
選
択
）

○
保
護
者
が
願
う
学
校
・
園
教
育

（
４
つ
ま
で
選
択
）

①意欲的な先生
②相談できる先生

③いじめのない学級
④優しく厳しい先生

⑤やる気を伸ばせる先生
⑥仲のいい学級

⑦分かりやすい授業
⑧楽しい授業

⑨専門性のある先生
⑩協力的な先生

⑪その他

0 100 200 300 400 500 600 700 800

①授業の工夫
②自立した学習
③心の教育

④健康体力作り
⑤体験活動
⑥夢や目標

⑦基本的生活習慣
⑧コミュニケーション力
⑨いじめ不登校のない

⑩安心安全な学校
⑪開かれた学校

⑫社会の変化に対応
⑬幼小中の交流

⑭教員の資質の向上
⑮その他

0 100 200 300 400 500 600 700 800
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「
さ
わ
や
か
笑
顔
で
」「
広
が
る
」
あ
い
さ
つ

は
、
人
と
つ
な
が
る
第
一
歩
で
す
。
神
河
町

の
子
ど
も
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
よ
く

あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
町
内
各
学
校
・
園
の

こ
れ
ま
で
の
長
い
取
り
組
み
の
成
果
が
表
れ

て
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
良
い
つ
な
が
り
は
、

神
河
町
の
子
ど
も
た
ち
の
良
い
学
習
環
境
を

創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

②
豊
か
な
心　
「
読
書
」
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

　

昨
年
度
は
、
家
族
で
読
書
に
親
し
む
「
カ

ー
ミ
ン
読
書
」
が
行
動
目
標
に
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
家
族
で
読
書
の
習
慣
を
つ
け
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
家
庭
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
「
読
書
」
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
読
書
は
こ
と
ば
の
世
界
を
広
げ
、
心

の
世
界
を
深
め
ま
す
。
ま
た
、
読
書
好
き
の

子
ど
も
は
自
学
自
習
の
力
も
鍛
え
て
い
き
ま

す
。
読
書
の
積
み
重
ね
は
人
間
力
の
根
っ
こ

を
育
て
て
い
き
ま
す
。

③
こ
と
ば
の
力

　
　
　
「
書
く
・
話
す
」
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

　

幼
児
の
遊
び
や
朝
の
会
、
終
わ
り
の
会
、

日
記
、
作
文
、
学
習
発
表
会
、
授
業
な
ど
を

通
じ
て
、
思
い
や
共
感
、
感
動
し
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
な
ど
を
話
し
た
り
、
書
い
た
り

す
る
機
会
を
意
図
的
計
画
的
に
つ
く
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
と
ば
の
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

言
語
活
動
の
充
実
が
神
河
町
の
子
ど
も
た
ち

の
課
題
で
あ
る
「
思
い
や
考
え
を
根
拠
づ
け

て
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
力
」
を
育
て
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
鍛
え
て
い
き

ま
す
。

４
．
そ
の
他
の
教
育
活
動

○
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査　

小
６
・
中
３

　

算
数
・
数
学
、国
語　
　

４
月
24
日（
水
）

○
神
崎
郡
人
権
・
同
和
教
育
実
践
発
表
会（
町

人
協
指
定
）　

寺
前
小
学
校　

寺
前
幼
稚

園　

11
月
７
日
（
木
）

○
新
た
な
教
育
環
境
・
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
等

活
用
研
究
推
進
（
平
成
25
年
、
26
年
）
神

崎
小
学
校

○
町
幼
小
連
携
教
育
（
全
学
校
・
園
）

　

小
中
連
携
推
進
（
英
語
・
体
育
・
理
科
）

○
預
か
り
保
育　

神
崎
幼
稚
園　

寺
前
幼
稚

園
○
自
然
学
校　

町
内
５
年
生　

５
月
27
日
～

５
月
31
日　

家
島
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー

○
２
泊
３
日
通
学
合
宿　

長
谷
小
学
校
４
年

生
・
越
知
谷
小
学
校
４
年
生　

地
域
交
流

セ
ン
タ
ー

○
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク　

中
２
年
生　

６
月
３
日
～
６
月
７
日　

町
内
各
事
業
所

「
社
会
教
育
・

　
　
　
　

社
会
体
育
の
重
点
目
標
」

　
「
触
れ
あ
い
、
認
め
あ
い
、
高
め
あ
い
」

を
社
会
教
育
の
基
本
の
柱
と
し
て
、
生
涯
学

習
と
し
て
の
学
び
を
支
援
し
、
ハ
ー
ト
が
触

れ
あ
う
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
」
宣
言
を
踏
ま
え
、

同
和
教
育
が
人
権
問
題
の
重
要
な
柱
と
捉

え
つ
つ
、
今
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

の
解
決
に
向
け
、
計
画
的
・
継
続
的
に
事

業
を
推
進
し
、
人
権
文
化
が
根
づ
く
ハ
ー

ト
が
触
れ
あ
う
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。（
人
権
啓
発
活
動
事

業
）

　

・
地
区
別
人
権
教
室

　

・
町
人
権
文
化
推
進
委
員
研
修

　

・「
毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
る
日
」　

　

啓
発
チ
ラ
シ
全
戸
配
布

　

・
人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
合
同
大
会　

　

11
月
30
日
（
土
）

　

・
人
権
啓
発
講
演
会　

  

２
月
11
日
（
火
）

　

・
人
権
文
集
「
か
み
か
わ
の
子
」
発
行

　

・
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
募
集　

展

　

示

　

・「
人
権
み
ー
つ
け
た
心
の
窓
」
写
真
募

　

集　

展
示

　

・
人
権
学
習
支
援
事
業

　

・
神
同
教
、
西
人
教
、
兵
人
教
、
全
人
教

　

の
各
大
会
の
取
組　

参
加

　

・
神
崎
郡
人
権
・
同
和
教
育
実
践
発
表
会

　
（
町
人
協
指
定
）　

寺
前
小
学
校　

寺
前

　

幼
稚
園　
　
　
　

  　

11
月
７
日
（
木
）

○
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
だ
れ
で
も
が
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
に
む
け
て
体
力
・
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。（
社
会
体
育
事
業
）

　

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー　

岩
手
県
軽
米
町
と

　

対
戦　
　
　
　
　
　
　

５
月
29
日（
水
）

　

・
親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会６

月
15
日
（
土
）

　

・
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
大
会　
　
　

11
月
24
日
（
日
）

　

・
神
河
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

１
月
26
日
（
日
）
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神
河
中
学
校
２
年
生

　
“
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
”
が
始
ま
り
ま
す

●　

６
月
３
日
～
７
日　

１
３
１
名
が
元
気
に
参
加
し
ま
す　

●

　

・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
実
施

　

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
を
中
心
と
す
る

　

町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
作
成　

○
公
民
館
事
業
を
創
造
し
、
生
涯
学
習
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
支
援
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

（
公
民
館
事
業
）

　

・
高
齢
者
大
学　

あ
や
め
学
級　

あ
じ
さ

　

い
学
級　

公
民
館
教
室

　

・
ふ
る
さ
と
文
化
事
業

　

・
各
種
公
演
事
業　

　

・
美
術
展　

ロ
ビ
ー
展
等

○
家
庭
・
地
域
を
支
え
る
教
育
を推

進
し
ま
す
。

　

・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
「
お
ひ
さ
ま
」
事
業

　

・
児
童
セ
ン
タ
ー　　

「
き
ら
き
ら
館
」
事
業

　

・
放
課
後
子
ど
も
教
室　
　
　

各
小
学
校

　

・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
事
業

寺
前
・
神
崎
学
童
ク
ラ
ブ

　

・
家
庭
教
育
学
級
事
業

各
幼
稚
園　

各
小
学
校

○
青
少
年
健
全
育
成
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

・
人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
合
同
大
会　

　

11
月
30
日
（
土
）

　

・
補
導
委
員
会　

　

・
列
車
補
導　

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

○
成
人
式
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

・
式
典
、
は
た
ち
の
つ
ど
い１

月
12
日
（
日
）

　

・
実
行
委
員
会
の
企
画
・
準
備
支
援

○
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
支
援
し
、

地
域
の
交
流
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

・「
神
河
や
ま
び
こ
学
園
」
の
充
実

　

・
長
期
・
短
期
山
村
留
学
生
の
受
入

　

・
通
学
合
宿
（
２
泊
３
日　

長
谷
小
４
年

　

越
知
谷
小
４
年
）　　
　

○
文
化
財
保
存
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

・
文
化
財
保
護
審
議
会
の
開
催

　

・
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業

　
　
　

歴
史
史
料
（
古
文
書
・
民
俗
資
料
等
）

　

の
調
査
・
整
理

　

・
文
化
財
を
活
用
し
た
展
示
や
講
演
会
の

　

実
施　

　

・
児
童
生
徒
の
学
習
活
動
や
生
涯
学
習
の

　

支
援

　

・『
播
磨
風
土
記
』
編
さ
ん
１
３
０
０
年

　

記
念
事
業
の
実
施

○
学
校
給
食
事
業

　

・
給
食
運
営
委
員
会
の
開
催

　

・
学
校
、
園
へ
の
巡
回
栄
養
教
室
の
実
施

　

・
食
育
指
導

　

６
月
３
日
（
月
）
か
ら
一
週
間
「
ト
ラ

イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
で
16
年
目
を
迎
え
た
こ
の
取
り
組
み

は
、
地
域
社
会
の
中
で
安
定
し
た
効
果
が

得
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

い
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
普
及
な
ど
情
報
化
社
会

の
中
で
、
若
者
た
ち
は
、
ま
す
ま
す
人
と

人
と
の
交
流
や
直
接
体
験
の
場
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
意
識
し
た
取

り
組
み
や
努
力
が
な
い
と
、
子
ど
も
た
ち

は
ど
ん
ど
ん
自
分
た
ち
だ
け
の
世
界
や
バ

ー
チ
ャ
ル
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま

う
危
険
性
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

社
会
の
中
で
、「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地

域
で
育
て
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
始
め
ら

れ
た
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
イ
ー
ク
」
は
、

以
前
に
も
増
し
て
大
変
重
要
な
取
り
組
み

と
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
も
、
多
く
の
受
入
先
事
業
所
の

方
々
を
は
じ
め
校
区
推
進
委
員
の
方
々
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
こ
の
「
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
が
実
施
で
き
ま
す
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　

　

地
域
を
愛
し
、
地
域
を
担
っ
て
生
き
る

た
く
ま
し
い
若
者
に
育
つ
よ
う
、
引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

神
河
中
学
校
長　

藤
原
武
夫
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河
川
の
出
水
期
に

　
　
　
　
　
　

備
え
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

 
   

６
月
に
入
り
、
今
年
も
出
水
期

を
迎
え
ま
し
た
。
出
水
期
と
は
、

６
月
か
ら
10
月
ご
ろ
に
か
け
、
集

中
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、
河
川
が

増
水
し
、
洪
水
を
起
こ
し
や
す
い

時
期
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

  

最
近
、
全
国
各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪

雨
を
は
じ
め
と
し
た
風
水
害
や
土

砂
災
害
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。 

 
 

　

神
河
町
で
も
平
成
23
年
台
風
12

号
に
よ
り
人
的
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
家
屋
の
床
上
床
下
浸
水
、

道
路
や
橋
の
損
壊
、
工
場
や
農
業

施
設
な
ど
で
多
く
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。 

 
 

　

台
風
な
ど
に
つ
い
て
は
、
テ
レ

ビ
な
ど
の
気
象
情
報
に
よ
り
、
あ

る
程
度
、
事
前
に
予
測
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。 

 
 

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
少
し
で
も

被
害
が
軽
減
で
き
る
よ
う
、
過
去

の
災
害
か
ら
の
教
訓
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
日
頃
か
ら 

防
災
意
識
を

持
ち
、
自
分
や
家
族
の
安
全
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

◎
町
か
ら
発
表
す
る
避
難
情
報
に

　
つ
い
て 

 
 

　

河
川
水
位
の
危
険
度
レ
ベ
ル
に

応
じ
て
、
次
の
順
序
で
避
難
情
報

を
出
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

ご
と
の
危
険
度
を
正
し
く
理
解
し
、

適
切
な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

被
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
「
避
難
準
備
情
報
」

を
発
表
し
、
緊
急
度
の
段
階
に
応

じ
て
、「
避
難
勧
告
」
そ
し
て
、「
避

難
指
示
」
を
発
表
し
て
い
き
ま
す
。 

　
「
避
難
指
示
」
が
発
表
さ
れ
た

場
合
は
、
一
番
緊
急
度
が
高
い
状

況
と
な
り
ま
す
。
な
お
、「
避
難

命
令
」
と
い
う
避
難
情
報
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
中
豪
雨
や
台
風
が
発

生
し
た
場
合
、
急
激
な
河
川
水
位

の
上
昇
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

絶
対
に
河
川
の
様
子
を
見
に
行
っ

た
り
、
近
づ
い
た
り
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
防
災
情
報
の
確
認
を
し
ま
し
ょ

う 
 

 
 

　

次
の
と
こ
ろ
か
ら
、
防
災
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

１　
「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
」　　

　
　

台
風
な
ど
の
進
路
予
測
、
気

象
予
報
・
警
報
な
ど
が
入
手
で

き
ま
す
。

２　
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
告
知
放
送
」

　
　

災
害
時
ま
た
は
災
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
時
は
、
町

か
ら
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

３　
「
防
災
ネ
ッ
ト
か
み
か
わ（
携

帯
電
話
）」

　
　

次
の
ア
ド
レ
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
も
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
読
み
取
り
）
か
ら
「
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
」
の
登
録
を
行
う
と
、

兵
庫
県
や
町
か
ら
の
防
災
情
報

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。（
登
録

が
ま
だ
の
方
は
ぜ
ひ
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。）

　
防
災
ネ
ッ
ト
か
み
か
わ　

ア
ド
レ
ス

http://bosai.net/kam
ikaw

a/

　
　
　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

４　
『
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）』 

 

　

町
か
ら
の
避
難
情
報
や
緊
急

地
震
速
報
（
震
度
４
以
上
）
が

町
域
に
お
ら
れ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
の
携
帯
電
話
所
有
者
に
メ
ー

ル
で
届
き
ま
す
。

５　
『
兵
庫
県　

地
域
の
風
水
害

対
策
情
報
』 

 
 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
気

象
情
報
や
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
に
よ

る
河
川
監
視
情
報
、
災
害
時
の

道
路
通
行
規
制
情
報
な
ど
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.hazardm

ap.
pref.hyogo.jp/

６　

そ
の
ほ
か
、
防
災
関
連
の
情

報
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で

き
ま
す
。

　
　

日
ご
ろ
か
ら
積
極
的
に
情
報

取
得
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
に
協

力
し
ま
し
ょ
う  

 

　

高
齢
者
や
子
ど
も
、
病
気
の

方
は
、
早
め
に
避
難
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。  

 

　

こ
の
た
め
、
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
に
つ
い
て
、
地
域
み

ん
な
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
ま

し
ょ
う 

 
 

　

各
家
庭
で
も
３
日
分
の
飲
料

水
・
食
料
お
よ
び
生
活
必
需
品

を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
　

い
ざ
と
い
う
時
は
、
す
ぐ
に

避
難
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
　

日
頃
か
ら
各
家
庭
で
、
生
活

必
需
品
の
備
蓄
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

 

◆
主
な
非
常
持
ち
出
し
品
リ
ス
ト

　

□
非
常
食
（
カ
ン
パ
ン
な
ど
）

□
飲
料
水　

□
懐
中
電
灯　

　

□
ラ
ジ
オ
・
電
池　

□
衣
類
・

下
着
類
・
軍
手　

□
貴
重
品（
現

金
等
）　 

□
タ
オ
ル　

□
薬
・

救
急
セ
ッ
ト　

□
ラ
イ
タ
ー
・

マ
ッ
チ  

□
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
哺

乳
瓶
・
紙
お
む
つ　

な
ど

◎
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し

ょ
う  

 
 

　

出
水
期
に
は
、
集
中
豪
雨
や

台
風
な
ど
が
原
因
で「
土
石
流
」

「
地
す
べ
り
」「
が
け
崩
れ
」
が

発
生
し
や
す
く 

な
り
ま
す
。

【
土
砂
災
害
の
発
生
し
や
す
い
現
象
】

○
雨
の
降
り
方
が
異
常

○
急
に
川
の
水
が
濁
る

○
裏
山
か
ら
の
変
な
音
（
地
鳴
り

等
）
や
土
臭
い
に
お
い

○
が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落

ち
る

○
が
け
の
亀
裂
や
水
が
噴
き
出
す

な
ど

　

神
河
町
は
町
域
の
８
割
が
山
林

で
あ
り
、
山
す
そ
沿
い
に
建
ち
並

ぶ
家
屋
が
多
く
あ
り
ま
す
。
山
崩

れ
や
土
石
流
が
発
生
す
る
と
一
瞬

に
し
て
建
物
を
押
し
つ
ぶ
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
現
象
に

は
注
意
を
し
て
い
た
だ
き
、
少
し

で
も
お
か
し
い
と
感
じ
た
り
、
異

常
な
現
象
を
確
認
し
た
と
き
は
、

早
め
の
自
主
避
難
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

☎
３
４
―
０
９
６
３

Fax
３
４
―
１
５
５
６

E-m
ail:jyum

in_seikatu@
tow
n.kam

ikaw
a.hyogo.jp

行
政
情
報
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重度(高齢重度)障害者医療費助成制度

対象者
身体障害者手帳１級・２級の方 
療育手帳A判定の方 
精神障害者保健福祉手帳１級の方

高齢重度障害者医療費助成制度は、後期高齢者医療に
加入されている方

区 　 分 自己負担金　 所　　得　　制　　限外　来 入　院
一　　般 600円 2,400円 本人、配偶者、扶養義務者の市町村民税所得割税額の合計が23.5万

円未満の方
低所得者 400円 1,600円 受給者と同世帯の全員が市町村民税非課税者で、かつ、年金収入80

万円以下、もしくは年金収入を加えた所得が80万円以下の方
＊外来は、１医療機関ごとに月２回までの個人負担額。入院は、定率１割負担で１月の上限金額を表示。
＊長期入院（連続して３ヵ月を超えた場合）は、４ヵ月目以降の自己負担金はありません。
＊重度障害者のうち、70歳から74歳までの方は、高額療養費の調整ができないので受給者証を発行せず、申請してい
　ただくことにより助成分を現金でお払いします。領収書をご持参のうえ、申請手続きをしてください。
＊精神疾患の入院・通院の治療については、この受給者証は使えません。

行
政
情
報

　
　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　

受
給
者
の
皆
様
へ

　

受
給
者
証
の
更
新
時
期
で
す

（
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

老
人
、
重
度
障
害
者
、
乳
幼
児

等
、
母
子
家
庭
等
、
高
齢
重
度
障

害
者
の
各
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

は
、
７
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
（
有
効

期
間
：
平
成
25
年
６
月
30
日
ま
で
、

う
ぐ
い
す
色
）
は
使
え
な
く
な
り

ま
す
。

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
は
所

得
制
限
が
あ
り
、
平
成
24
年
中
の

所
得
で
判
定
を
行
い
ま
す
。
引
き

続
き
該
当
さ
れ
る
方
に
は
受
給
者

証
を
、
非
該
当
に
な
る
方
に
は
そ

の
旨
の
通
知
を
６
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
度
以
前
に
非
該
当
に

な
り
新
た
に
該
当
さ
れ
る
方
、
初

め
て
助
成
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る

方
は
、
役
場
本
庁
住
民
生
活
課
で

の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

別
途
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課　

☎
３
４
―
０
９
６
２

老人医療費助成制度
対象者 65歳の誕生日の属する月から70歳の誕生月の月末までの方

区　分 負担
割合

自己負担限度額（月額）
所　　得　　制　　限外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

区分Ⅱ ２割
8,000円

24,600円 すべての世帯員が市町村民税非課税者で、本人の公的年金等の収
入金額及び合計所得金額の合計が80万円以下の方

区分Ⅰ １割 15,000円 すべての世帯員が市町村民税非課税者で、世帯員全員に所得がな
い方（年金収入が80万円以下かつ所得が０円）

乳幼児等医療費助成制度
対象者 ０歳児から中学３年生まで乳幼児・児童等

区　　　分 自己負担金 所　　得　　制　　限外　来 入　院
0歳～中学3年生 なし なし 平成25年7月から所得制限なし（※1）
＊1 受給資格についての所得制限はありませんが、平成25年1月2日以降転入された方、保護者又は扶養義務者が他市町
　で課税されている場合は、平成25年度所得課税証明書の提出が必要です。

母子家庭等医療費助成制度
対象者 18歳に達する年度末まで、または20歳未満で高校等在学中の児童・遺児とその母、父等監護者

区　分 自己負担金　 所　　　得　　　制　　　限外　来 入　院

一　　般 600円 2,400円 母、父、扶養義務者、または養育者の所得が児童扶養手当の所得制
限内である方　（別表１）

低所得者 400円 1,600円 受給者と同世帯の全員が市町村民税非課税者で、かつ、年金収入80
万円以下、もしくは年金収入を加えた所得が80万円以下の方

＊外来は、１医療機関ごとに月２回までの個人負担額。入院は、定率１割負担で１月の上限金額を表示。
＊長期入院（連続して３ヵ月を超えた場合）は、４ヵ月目以降の自己負担金はありません。

※
限
度
額
：
収
入
か
ら
必
要
経

費
を
除
い
た
所
得
か
ら
児
童

扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
控
除

額
を
除
い
た
額

　

学
校
管
理
下
（
幼
稚
園
・

保
育
所
等
含
む
）
に
お
け
る

災
害
共
済
給
付
を
対
象
と
し

た
（
独
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
法
の
適
用
と
な

る
場
合
や
、
自
立
支
援
医
療

等
に
よ
り
医
療
費
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

は
こ
れ
ら
の
受
給
者
証
は
使

え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

（別表1）母子家庭等の所得制限

母
子
家
庭
等

扶養親族
等の数

母等扶養義務者
限度額（円）

0  1,920,000 
1  2,300,000 
2  2,680,000 
3  3,060,000 
4  3,440,000 
5  3,820,000 
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児
童
手
当
の
現
況
届
を

　
　
　
　
　

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の

状
況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生

計
同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
児
童
手
当
受
給
中

の
方
が
、
６
月
以
降
も
手
当
を
継

続
し
て
受
給
す
る
に
は
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
６
月
中
旬
に

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
６

月
28
日
（
金
）
ま
で
に
住
民
生
活

課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
が

な
い
場
合
に
は
、
６
月
分
以
降
の

手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

︻
現
況
届
け
に
必
要
な
添
付
書
類
︼

・
請
求
者
が
被
用
者
（
会
社
員
な

ど
）
の
場
合
…
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
写
し

・
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
神

河
町
へ
転
入
し
た
方
…
前
住
所

地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る

平
成
25
年
度
課
税
（
所
得
）
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

人
間
ド
ッ
ク
の

　
　
　
　
　

助
成
制
度
に
つ
い
て

　

健
康
増
進
と
疾
病
の
早
期
発
見

の
た
め
、
被
保
険
者
の
方
が
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
際
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

は
、
突
然
発
病
す
る
の
で
は
な
く
、

少
し
ず
つ
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
年
に
１
回

の
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

満
30
歳
以
上
の
神
河
町

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　

神
河
町
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

　

険
者
（
町
ぐ
る
み
健
診
を
受
診

　

さ
れ
な
い
方
）

助
成
額　

１
９
，
６
０
０
円

（
１
人
同
一
年
度
１
回
）

持
参
物　

印
鑑
、
被
保
険
者
証

※
公
立
神
崎
総
合
病
院
以
外
の

場
合
は
、
受
診
さ
れ
た
領
収
証
、

通
帳
及
び
印
鑑
を
持
参
の
上
、

申
請
願
い
ま
す
。

申
請
場
所　

住
民
生
活
課
・
神
崎

　

支
庁
舎

そ
の
他　

今
年
度
町
ぐ
る
み
健

診
を
受
診
さ
れ
る
予
定
の
方
は
、

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

☎
３
４
―
０
９
６
２

行
政
情
報

　

年
金
を
受
給
中
の
方
、
社
会
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
、
第
３
号

被
保
険
者
の
方
、
国
民
年
金
基
金

に
加
入
中
の
方
は
付
加
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

と
合
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身

年
金
で
す
。

※
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
（
増
額
・
減
額
）

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限

を
過
ぎ
る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

納
付
期
限
は
翌
月
末
日（
休
日
・

祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で

す
。

※
付
加
保
険
料
は
、
過
去
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
　

不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止

　
　

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

　

現
在
、
我
が
国
の
不
法
滞
在
者

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
大
部
分
は
不
法
就
労
し
て
い
る

も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
際
に
は
、

在
留
カ
ー
ド
な
ど
を
見
て
、
働
く

こ
と
が
で
き
る
在
留
資
格
で
あ
る

か
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

警
察
で
は
、
不
法
就
労
・
不
法

　
　

あ
な
た
も
年
金
を

　
　
　
　
　

増
や
し
ま
せ
ん
か
？

　

将
来
、
よ
り
高
い
年
金
を
受
け

る
こ
と
を
希
望
す
る
人
は
、
定
額

保
険
料
に
加
え
、付
加
保
険
料（
月

額
４
０
０
円
）
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を

プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。
付
加
年
金
の
受
給
額

は
、
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納

付
月
数
で
す
。

　

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
20
年

間
納
付
し
た
場
合

付
加
保
険
料
→
４
０
０
円
×
20
年

（
２
４
０
月
）
＝
９
６
，
０
０
０
円

付
加
年
金
額
→
２
０
０
円
×
20
年

（
２
４
０
月
）
＝
４
８
，
０
０
０
円

（
年
額
）

　

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る

と
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と

が
同
額
と
な
り
ま
す
。

※
右
記
の
付
加
年
金
額
は
、
65
歳

か
ら
受
給
し
た
場
合
の
年
金
額

で
す
。

付
加
年
金
は
任
意
加
入
で
す
。

　

加
入
で
き
る
方
は
、
第
１
号
被

保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
に

該
当
す
る
方
で
す
。

滞
在
等
の
来
日
外
国
人
犯
罪
の
取

締
ま
り
の
ほ
か
、
企
業
等
に
対
し

て
不
法
就
労
防
止
を
呼
び
か
け
た

り
、
外
国
人
従
業
員
・
技
能
実
習

生
等
に
対
し
て
は
、
事
件
・
事
故

等
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
崎
警
察
署

☎
２
３
―
０
１
１
０

　
　

平
成
24
年
度

　
　

公
文
書
等
の
開
示
状
況

に
つ
い
て

　　

神
河
町
情
報
公
開
条
例
第
33
条

第
２
項
及
び
神
河
町
個
人
情
報
保

護
条
例
第
35
条
の
定
め
に
よ
り
、

開
示
請
求
等
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〔
情
報
公
開
条
例
関
係
〕

　

開
示
請
求
件
数　

８
件

　
（
う
ち
２
件
は
不
開
示
）

　

右
記
請
求
に
よ
る
公
文
書
の　

開
示
件
数　

12
件

〔
個
人
情
報
保
護
条
例
関
係
〕

　

開
示
請
求
件
数　

０
件
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行
政
情
報

　
　

農
業
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

農
業
委
員
会
で
は
、
非
農
地
証

明
願
や
農
地
法
第
３
条
申
請
、
第

４
条
・
第
５
条
申
請
に
つ
い
て
土

地
の
農
業
上
の
効
率
的
な
利
用
調

整
が
図
れ
る
か
を
審
議
し
て
い
ま

す
。

農
地
の
売
買
に
は
許
可
が
必
要

　

⋮
許
可
申
請
の
受
付
は

毎
月
５
日
ま
で

︵
農
地
法
第
３
条
申
請
︶

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
す
る

と
き
に
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
ず
に

行
っ
た
売
買
は
法
律
的
に
無
効
で

あ
り
、
所
有
権
移
転
の
登
記
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
資
産
保
有
や
投
資
目
的

に
よ
る
売
買
、
農
地
を
取
得
す
る

適
格
者
（
自
ら
が
法
律
上
の
権
利

に
基
づ
い
て
耕
作
す
る
面
積
が
30

ア
ー
ル
以
上
）
で
な
い
と
許
可
さ

れ
ま
せ
ん
。

非
農
地
証
明
願
⋮
農
地
法
第
２
条

　

土
地
登
記
簿
の
地
目
は
田
ま
た

は
畑
で
あ
る
が
土
地
の
状
態
が
20

年
以
上
前
か
ら
田
ま
た
は
畑
で
な

く
、
雑
種
地
な
ど
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会

に
申
し
出
て
非
農
地
証
明
書
の
交

付
を
受
け
、
登
記
簿
の
地
目
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要

　

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
宅

地
、
工
場
、
車
庫
、
倉
庫
、
駐
車

場
、
山
林
な
ど
に
用
途
変
更
す
る

こ
と
で
あ
り
、
必
ず
事
前
に
転
用

申
請
を
し
て
、
農
業
委
員
会
の
審

議
を
経
て
、
県
知
事
の
許
可
が
お

り
て
か
ら
造
成
な
ど
に
着
手
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
（
農
地
法
第
４
条
申
請
）
と
は

自
分
名
義
の
農
地
を
自
分
が
転

用
す
る
場
合
の
申
請
で
す
。

※
（
農
地
法
第
５
条
申
請
）
と

は
他
人
名
義
の
土
地
を
買
っ
て
、

あ
る
い
は
借
り
て
転
用
す
る
場

合
の
申
請
で
す
。

　

転
用
申
請
は
次
の
内
容
を
審
議

し
ま
す
。

①
申
請
地
の
位
置
や
計
画
面
積
の

妥
当
性

②
申
請
目
的
実
現
の
確
実
性

③
被
害
防
除
及
び
公
害
の
未
然
防

止
④
他
法
令
と
の
十
分
な
調
整

な
ど
を
書
類
審
査
し
、
ま
た
申
請

さ
れ
た
土
地
の
全
て
に
つ
い
て
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、農
業
振
興
地
域
（
農
振
）

の
除
外
が
さ
れ
て
い
な
い
農
用
地

は
、
農
地
法
の
転
用
申
請
（
第
４

条
・
第
５
条
）
が
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
振
興
地
域
︵
農
振
︶
制
度
に

つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
今
後
概
ね
10
年

に
わ
た
り
総
合
的
に
農
業
振
興
を

図
る
た
め
に
、
農
業
に
か
か
る
公

共
投
資
や
農
業
に
関
す
る
施
策
を

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
地
域
を

指
定
す
る
制
度
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
ほ
場
整
備
や
客

土
工
事
が
さ
れ
た
土
地
な
ど
は
、

す
べ
て
農
振
に
指
定
さ
れ
た
農
用

地
（
田
・
畑
・
果
樹
園
な
ど
）
と

な
り
、こ
の
土
地
は
造
成
（
転
用
）

し
て
農
業
以
外
の
用
途
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ほ
場
整
備
な
ど
実
施

後
に
お
い
て
予
想
し
え
な
い
著
し

い
事
情
の
変
化
が
発
生
し
た
場
合

は
、
転
用
手
続
き
の
前
に
農
振
の

除
外
申
請
を
し
、
認
め
ら
れ
れ
ば

転
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
地
元
農

業
委
員
か
農
業
委
員
会
事
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
届
出
を

○
自
分
名
義
の
農
地
に
、
自
分
の

農
業
活
動
を
実
施
す
る
の
に
必

要
な
２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
用

倉
庫
な
ど
を
作
る
と
き
。

○
田
か
ら
畑
へ
、
農
地
の
形
状
を

変
え
て
利
用
す
る
と
き
。

許
可
書
の
交
付
に
つ
い
て　

毎
月
の
５
日
ま
で
に
申
請　

↓　

現
地
調
査
実
施

農
業
委
員
会
で
審
議（
毎
月
21
日
）

↓　

３
条
の
許
可
書
交
付

県
（
又
は
国
）
で
審
査
・
決
定　

↓４
条
・
５
条
の
許
可
書
交
付　

　
　
　

申
請
月
の
翌
月
20
日
前
後

問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

☎
３
４
―
０
９
６
０

　
　

交
通
安
全
優
良
運
転
者

　
　
　
　
　

表
彰
申
請
の
ご
案
内

　

平
成
25
年
度
交
通
安
全
優
良
運

転
者
表
彰
の
申
請
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
県
及
び
郡

の
表
彰
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
る

も
の
で
、
下
表
の
基
準
に
該
当
す

る
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。
申
請
ご
希

望
の
方
は
、
次
の
事
項
に
ご
留
意

の
上
期
日
厳
守
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

表
彰
基
準

①
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
下

表
の
運
転
年
数
が
あ
る
方
。

②
過
去
に
禁
錮
以
上
の
刑
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
。

③
申
請
開
始
日
（
６
月
１
日
）
か

ら
過
去
５
年
間
に
道
路
交
通
法

違
反
に
よ
り
刑
事
処
分
ま
た
は

反
則
行
為
に
よ
り
処
分
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
。

④
銀
賞
は
、
銅
賞
受
賞
者
で
そ
の

後
引
続
い
て
自
動
車
の
運
転
に

従
事
し
、
受
賞
後
３
年
を
経
過

し
て
い
る
方
。

⑤
金
賞
は
、
銀
賞
受
賞
者
で
そ
の

後
引
続
い
て
自
動
車
の
運
転
に

従
事
し
、
受
賞
後
３
年
を
経
過

し
て
い
る
方
。

添
付
書
類

①
「
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
」

②
「
運
転
免
許
証
」（
コ
ピ
ー
）

　

①
の
「
無
事
故
・
無
違
反
証
明

書
」
は
、
払
込
取
扱
票
（
１
通

／
６
３
０
円
）
に
よ
り
、
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県

事
務
所
か
ら
交
付
を
受
け
ま
す
。

交
付
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
の
で
、
交
付
請
求
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
証

明
の
日
付
は
６
月
１
日
以
降
の

も
の
が
必
要
で
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
日　

６
月
14
日
（
金
）

　

申
請
書
・
払
込
取
扱
票
は
役
場

住
民
生
活
課
、
神
崎
支
庁
舎
に
あ

り
ま
す
。

　

申
請
書
に
、
上
記
の
書
類
①
②

を
添
付
し
て
、
期
日
ま
で
に
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

☎
３
４
―
０
９
６
３

賞の
種類

運転年数
営業車 自家用車 原付自転車

金賞 15年 20年 30年

銀賞 10年 15年 20年

銅賞 5年 8年 10年
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行
政
情
報

　

兵
庫
県
で
は
、
多
自
然
地
域
内

の
木
造
一
戸
建
て
住
宅
の
空
き
家

に
居
住
す
る
た
め
の
、
水
回
り
等

の
改
修
工
事
費
の
一
部
を
最
大

１
０
０
万
円
ま
で（
上
限
１
／
３
）

助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
地
域

　

市
町
の
多
自
然
地
域
内
（
市
街 

　

地
を
除
く
農
山
村
地
域
）

◆
対
象
住
宅

　

次
の
①
②
③
の
全
て
に
該
当
す

　

る
も
の

　

①
木
造
在
来
工
法
に
よ
り
建
築

　
　

さ
れ
た
一
戸
建
て
の
住
宅

　

②
水
回
り
設
備
等
の
改
修
工
事

　
　

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
住
宅

　

③
10
年
以
上
居
住
す
る
こ
と
が

　
　

明
ら
か
な
住
宅

◆
対
象
者

　

空
き
家
に
居
住
し
よ
う
と
す
る

　

者
ま
た
は
空
き
家
を
賃
貸
住
宅

　

と
し
て
活
用
す
る
者

◆
対
象
経
費

　

台
所
、
浴
室
、
便
所
の
改
修
工

　

事
費
及
お
よ
び
こ
れ
ら
に
附
帯

　

す
る
内
外
装
改
修
工
事
費

◆
募
集
期
間

　
【
１
次
】
５
月
20
日
～
７
月
31
日

　
【
２
次
】
８
月
１
日
～
９
月
30
日

　
（
応
募
状
況
に
よ
り
２
次
募
集

　

を
行
わ
な
い
場
合
あ
り
）

　
　

町
青
少
年
補
導
委
員
会
か
ら

～
み
ん
な
で
育
て
よ
う

地
域
の
子
ど
も
た
ち
～

　

青
少
年
補
導
委
員
会
は
、
神
崎

郡
補
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
方
と

学
校
・
幼
稚
園
の
先
生
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
４
月
か
ら

１
期
２
年
間
、
青
少
年
の
非
行
防

止
に
努
め
健
全
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
子
ど
も
の
見
守

り
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

町
の
長
期
総
合
計
画
の
一
環
で

も
あ
る
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
つ

と
し
て
、「
町
内
ぐ
る
り
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ｍ
ａ
ｐ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

１
日
15
分
以
上
の
運
動
に
取
り

組
み
、
町
内
の
バ
ス
停
を
１
個
ず

つ
塗
り
つ
ぶ
し
て
毎
日
の
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

全
部
で
１
３
７
個
の
バ
ス
停
を

塗
り
つ
ぶ
し
た
ら
、
健
康
づ
く
り

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
の
ポ
イ
ン

ト
が
３
ポ
イ
ン
ト
も
ら
え
ま
す
。

　
「
毎
日
歩
こ
う
！
元
気
に
歩
こ

う
！
楽
し
く
歩
こ
う
！
」
で
健
康

区 氏　　名
寺　前 児島　大造
作　畑 林　　和一
大　畑 大江　匡祥
中　村 上山　隆志
粟賀町 藤原　秀樹
福　本 市川　　聰
貝　野 多田　　守
柏　尾 太田　雅巳
東柏尾 中野　友純
吉　富 小國　和成

学校・幼稚園 氏　　名
神 崎 幼 稚 園 井上　聡明
越知谷小学校 長尾　謙三
神 崎 小 学 校  岩見　治生
寺 前 小 学 校 三輪　健一

区 氏　　名
猪　篠 長井　克宏
野　村 鵜野　義一
鍛　治 平岡万寿夫
上　岩 黒田　賢造
南小田 稲垣　秀則
上小田 岸口　　徹
川　上 小林　和典
大川原 佐古　　守
赤　田 立垣　純一
栗 前嶋　茂徳

地域補導委員

学校補導委員	

（敬称略）

（敬称略）
学校・幼稚園 氏　　名
長 谷 小 学 校 藤本　泰成
神 河 中 学 校 髙橋　浩之
神崎高等学校 小山　健治

　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
広
報

　
　
「
神
河
町　

町
内
ぐ
る
り

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ｍ
ａ
ｐ
で

運
動
の
記
録
を
し
よ
う
！
」

な
体
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
号
の
広
報
と
一
緒
に
各
世

帯
２
枚
配
布
し
ま
す
。
３
枚
以
上

必
要
な
方
は
教
育
委
員
会
か
健
康

福
祉
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
課
又
は
健
康

　

福
祉
課
ま
で

さ
と
の
空
き
家
活
用
支
援
事
業
︵
兵
庫
県
︶

　
　

空
き
家
水
回
り
改
修
助
成	

希
望
者
募
集

空き家の水回りの改修を助成します

対象工事費 補助額
3,000 千円以上 1,000 千円
3,000 千円～ 2,000 千円 750 千円
2,000 千円～ 1,000 千円 500 千円

●	補助額
　　対象工事費に応じた定額補助
（ただし、対象工事費の1/3を上限とする）

◆
問
い
合
わ
せ

・
神
河
町 

地
域
振
興
課

　

☎
３
２
―
０
１
８
５

・
兵
庫
県 

県
住
宅
政
策
課

　

☎
（
０
９
８
）
３
６
２
―
３
５
８
３



かみかわ　No.9111 

　
　

町
婦
人
会
か
ら

　

去
る
４
月
14
日
（
日
）
中
央
公

民
館
グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
婦
人
会
、
日
本
赤
十
字
奉
仕

団
、
消
費
生
活
の
会
が
一
緒
に
な

り
２
年
目
と
な
っ
た
平
成
25
年
度

婦
人
会
総
会
が
大
勢
の
会
員
出
席

の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
長
か
ら
、「
町
内
婦
人
の
つ

な
が
り
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
大

事
で
す
。
組
織
の
力
も
大
事
で
す
。

会
員
の
負
担
が
少
な
く
無
理
の
な

い
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
多
可
町
中
区
中
村

町
区
長
で
か
ら
く
さ
塾
主
宰
の
小

嶋
明
様
か
ら
、「
む
こ
う
三
軒
両

ど
な
り
の
む
ら
づ
く
り
」
と
題
し
、

男
女
協
同
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

行
政
情
報 役　　職 ブロック名 支部名 氏　名

会　　長 ― 川　上 小林美惠子
副会長（婦人会） ― 吉　冨 髙橋　　貢
副会長（日　赤） ― 岩　屋 小林つた子
副会長（消　費） ― 柏　尾 太田さよ子
会　計（婦人会） ― 福　本 生田さゆみ
会　計（日　赤） ― 新　野 我毛　千秋
会　計（消　費） ― 南小田 大中須美子

支　部　長

越知谷
ブロック

新　田 檀上由美子

寺前
ブロック

新　野 福田伊代子
作　畑 林　　由佳 野　村 早草　貴子
大　畑 小林　　泉 比　延 林　　洋子
越　知 藤本　孝子 寺　前 藤原　裕子
岩　屋 奥野美恵子 鍛　治 石堂のり子

粟賀北
ブロック

根宇野 足立　政子 大　河 村岡　昌美
山　田 大渡美智子

小田原
ブロック

上　岩 大中なるみ
中　村 森　　成美 高朝田 浦上　鈴子
粟賀町 藤原　京子 宮　野 立岩喜久美
福　本 新田　孝美 南小田 鎌田　葊美

粟賀南
ブロック

貝　野 神保原美千代 上小田 谷口真由美
寺　野 岡本　智枝

長谷
ブロック

川　上 山名　優美
柏　尾 藤原　信子 大川原 藤原　和代
加　納 髙橋　正代 本　村 栗原美也子
東柏尾 中野　清美 赤　田 松山　陽子

大山
ブロック

吉　冨 岡田　絹子 重　行 上垣香代子
杉 西畑伊久子 為　信 大仲れい子
大　山 澤田寿美子 峠 髙内　直美
猪　篠 小林美佐枝 栗 中野はるみ

平成25年度婦人会（日赤奉仕団・消費生活の会）役員・支部（分団）長名簿

カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前9：00～午後5：00
水曜日定休日・電話 34 － 1001

神河町観光協会

（敬称略）

６月から「ほたる」のシーズンです
　天候等により変更される場合がありますが、現状におけるイベン
ト予定情報です。楽しい初夏の夜をご家族連れでお出かけください。

中村区ほたるまつり
　日　時　６月８日（土）午後６時～９時
　会　場　中村ドリームホール
　駐車場　旧神崎町庁舎跡地
　催　し　中村区各種団体、ほたるまつり実行委員会による出店
　　　　　　（焼き鳥、焼きうどん、花苗、なかむら豆腐…）
　　　　　大抽選会、獅子舞・演芸大会

犬見川ほたるまつり
　日　時　６月１５日（土） 午後６時～９時
　会　場　ホテル・モンテローザ　わくわく公園
　催　し　夜店、ステージ演奏など

新田ふるさと村　蛍＆夏祭り
　日　時　７月６日（土） 午後６時～９時
　会　場　新田ふるさと村

あいさつされる小林会長
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ま ち の

話
題

◇

◇

地域の話題、イベントがありましたら、
総務課（☎ 34 － 0001）までお知らせください。

◇ ◇
　宮本さんは、昭和 58 年から平成 11 年までの４期 16 年
にわたり神崎町議会議員として在職されました。この間、
神崎町議会播但連絡自動車道路促進特別委員会委員長、同
総務常任委員長、同産業建設常任委員長などの要職を歴任
され、町の発展と住民福祉の向上にご尽力いただきました。
　このたび、２月に米寿を迎えられ、元神崎町議会議員と
しての地方自治功労の功績が認められ、高齢者叙勲の栄に
輝かれました。
　４月 22 日、山名町長、安部議長立会いのもと、北川中
播磨県民局長から勲記、勲章の伝達が行われました。北川
県民局長からは「議会議員としての長年にわたるご尽力に
深く感謝する。今後とも兵庫県、神河町の発展に向けてご
指導、ご協力いただきたい。」とお祝いのあいさつがあり
ました。今後ともますますお元気で、ご活躍ください。

白寿おめでとうございます！！◇ ◇
　白寿（満 99 歳）を迎えられた槙なみゑさん（野村在住）と竹内壽満榮さん（粟賀町在住）を
町長が訪問し、町民を代表してお祝いをしました。これからも健康に留意され、長生きしてくだ
さいね。

元神崎町議会議員　宮本　哲男 さん（吉冨在住）
　旭日単光章を受章

槙　　なみゑ さん（野村） 竹内　壽満榮 さん（粟賀町）

　桜華園管理組合の中島恒雄組合長が桜の保護、育成に尽力した功
績で、財団法人「日本さくらの会」から「さくら功労者」を受賞さ
れました。さくら功労者の認定は 1966 年に始まり、今年は全国で
個人 15 人と 29 団体が選ばれており、県内では中島組合長のお一人
のみの受賞です。今シーズンは、開園以来初めて入園者数が１万人
を突破。「神河に来た人が必ず訪れる桜の名所となるように、宣伝
をさらに強めたい。」と決意を新たにされました。

2列目　県民局長、ご長女、町長、議長
前列　ご本人、奥様

◇ ◇

桜華園管理組合長　　　　　　　　　
中島　恒雄さん（東柏尾在住）　　
　　さくら功労者表彰　受賞
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　５月12日（日）、神河町中央公民館グリンデルホールにおいて、各地区人権文化推進員をはじめ、
各区区長・老人クラブ会長・婦人会支部長を合わせ239名の参加者のもと、2013年度神河町人権文化
推進員委嘱状交付式および「地区別人権教室」事前研修会を開催しました。
　まず、今年度改選されました各地区人権文化推進員219名の方々に神河町長から委嘱状の交付が行
われました。今回委嘱状を交付された方々には、今後２年間にわたって、各地区の人権文化推進のリ
ーダーとして活躍をしていただきます。特に、毎月11日の人権をたしかめる日において、人権啓発の
ぼり旗の掲揚をしていただきます。
　次に、「地区別人権教室」の事前研修として、主旨説明と運営方法等について教育委員会より説明
があり、引き続き、今年度の兵庫県人権啓発映画「ほんとの空」の上映がありました。
　今年度の啓発映画も素晴らしい内容になっていますので、各地区で多くの方に参加していただき、
有意義な人権教室を開催していただきたいと思います。

町消防操法訓練大会を開催しました◇ ◇

　第８回神河町消防操法訓練大会が５月 19 日（日）、神崎小学
校グラウンドで開催されました。
　この大会は、消防団員が用いる消防機械器具の取り扱いや操
作の基礎訓練と礼式、規律訓練を目的としたもので、姫路市中
播消防署の審査員により操作員の士気、節度、操作要領などに
ついて厳しく審査されました。
　当日は、あいにくの雨模様となりましたが、連日連夜猛練習
を積んだ各分団の操作員が精一杯の操法を披露しました。　
　それぞれの部門で優勝及び準優勝された分団は、６月 30 日
（日）に神崎小学校グラウンドで開催される第４回神崎郡消防
操法大会に神河町の代表として出場されますので、皆さんの応
援をよろしくお願いします｡（大会結果は次のとおりです。）

優　勝　小型ポンプの部　作畑新田　分団
　　　　ポンプ自動車の部　大　　畑　分団

順　位　　小型ポンプの部　　　ポンプ自動車の部
優　勝　　作畑新田　分　団　　大　　畑　分　団
準優勝　　岩　　屋　分　団　　越　　知　分　団
３　位　　栗　　渕　分　団　　福　　本　分　団
４　位　　杉　　　　分　団　　吉　　冨　分　団
５　位　　大　　山　分　団　　粟 賀 町　分　団

【小型ポンプの部】　作畑新田分団

【ポンプ自動車の部】　大畑分団

◇ ◇
『神河町人権文化推進員委嘱状交付式

および「地区別人権教室」事前研修会』を開催しました
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ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

　6 月 の 保 健 行 事

　乳幼児の排泄習慣のデータによると昭和 11 年
では 2歳半頃だったおむつ離れが、平成 15 年に
は 3 歳半頃になっています。70 年の間におむつ
離れが 1年遅くなった原因には、紙おむつの普及
と頼り過ぎがあると思われます。最近は布おむつ
が見直されるようになり、新しい商品も出ていま
すが、紙おむつが悪いという訳ではありません。
便利な紙おむつを上手に使いながら、オマルやト
イレで排泄することを教えることが現代のトイレ
トレーニングです。
　トイレトレーニングは生まれた時から始まって
います。紙おむつであってもこまめに替えてもら
うことで赤ちゃんは清潔なおむつが気持ち良いこ
とを学びます。そして、1人でお座りができるよ
うになったら、寝起きなどにオマルや子ども用便

実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所
14 日
（金）

すくすく相談 
（ 乳 幼 児 相 談 ）

H24.5 月・10 月
　生まれ及び希望者

13：30　 
 ～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

28 日
（金）

3 か月児健診
BCG 予防接種

H25.1.27 ～
　H25.3.28 日生まれ

13：00　 
 ～ 13：30

26 日
（水） 4 歳 児 相 談 H21.4 ～ 6 月生まれ 13：30　 

 ～ 15：00

4 日
（火）

健 康 福 祉 
なんでも相談 一般住民 9：00　 

 ～ 11：30

【予防接種の案内】　＊対象者には個別に通知します。
＊全国的に風しんが流行していますので、麻しん風しん混合（Ｍ
Ｒ）１期・２期対象の方は早めに接種を受けましょう。
＊４種混合（DTP）、ヒブ、小児用肺炎球菌は、接種間隔に注
意しましょう。
＊日本脳炎予防接種は指定の期間内に接種を受けましょう。

現代のトイレトレーニング

　今年度は『健康は　食から　歯から　 
元気から』を標語に掲げ、生涯を通じた 
８０２０運動を推進します。
　歯を失う大きな原因の歯周病は、さま
ざまな病気に影響しています。歯周病予
防が生活習慣病を防ぐことにもつながり
ます。一度自分の歯を見直しましょう。
期間　6月 4日（火）～ 6月 10 日（月）  
 

座に座らせてみましょう。子どもの様子を見なが
ら座る回数を増やしていきます。始めはおしっこ
が出なくてもいいのです。まずは慣れることが目
標です。嫌がる時は無理せずオマルや便座から降
ろして紙おむつをしてあげてください。
　オマルやトイレで排泄できることが多くなった
り、自分から尿意を伝えることができるようにな
ったら、日中は布パンツを、夜は紙おむつという
使い分けをしていきましょう。ポイントは、『オ
マルやトイレで出た時はたくさんほめる（万歳三
唱するくらい）』『失敗しても絶対叱らない』の２
つです。叱られると子どもは排泄行為そのものに
マイナスのイメージを持ってしまいます。叱られ
ないためにおもらしを隠すようになり、トイレト
レーニングを難しくしてしまいます。
　子どもは、元々排泄自立の力を持っています。
あせらず、ゆったりとした気持ちで子どもの成長
を楽しんで欲しいと思います。

平成 24年度　特定基本健診受診率上位 3集落に血圧計贈呈

『歯の衛生週間』実施します
保
健
・
福
祉

　　　　　１位　渕　地区　66.67％　　町平均 42.5％
　　　　　２位　新田地区　64.29％
　　　　　３位　峠　地区　62.50％          
     
　平成 25 年度も上位 3集落に、血圧計を贈呈する予定です。
　各地区の皆さんは、ご自身・みんなの健康づくりのため、声をかけ合い
健診を受けましょう。贈呈した血圧計は、公民館に設置してもらいますの
で、ご活用ください。
【健康づくりポイントカード】
　今年度、健診を受けられた方は、基本健診のポイントが 3倍になります。

　毎食後の歯磨き習慣
を身に付け、歯ブラシ
だけでなくデンタルフ
ロスや歯間ブラシなど
も使用しましょう。
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公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

病院や健診時に血圧を測ってもらうと、普段より高い血圧の数値が出ます。病気でしょうか？

病院に行ったり、お医者さんや看護師さんを前にすると緊張したりストレスを感じて血圧が上がる症
状で「白衣高血圧」と言います。
　　最近は、病院だけでなく家庭でも血圧を測ることが多くなってきています。高血圧の診断基準と
しては、診察室 140/90mmHg、家庭血圧 135/85mmHg です。
　　上記のように、医療環境下（病院や健診会場）で測定した血圧が高血圧で、家庭で測定した血圧
は正常である状態を「白衣高血圧」や「白衣現象」と言います。また、白衣高血圧とは高血圧治療
をしていない人に対して使う言葉で、治療中の人において上記のような症状が認められる場合は、
白衣現象と言います。これとは反対に、診察室では正常血圧だが、家庭で測る血圧が高い症状を「仮
面高血圧」と言い、持続性高血圧の人と同じように、脳卒中や心筋梗塞などの病気が起きる可能性
があるとされています。
　　白衣高血圧が有害か無害かはまだ確定していませんが、白衣高血圧から真の高血圧への移行がよ
く見られることが知られているので、白衣高血圧と言われても大丈夫と思わず、定期的に家庭血圧
を測定することを薦めます。

家庭での正しい血圧の測り方を教えてください。

体の力を抜いてリラックスし、正しい姿勢で、毎日同じ時間に測定してください。
　　家庭血圧の測定は、朝は起床後１時間以内の排尿後で朝食前に座って１～２分安静にした後、夜
間は就寝前に１～２分安静にした後に、上腕測定タイプの血圧計で測定することが望ましいです。
　　降圧目標としては、若年、中年者では、診察室 130/85mmHg 未満、家庭血圧 125/80mmHg 未満、
高齢者では、診察室 140/90mmHg 未満、家庭血圧 135/85mmHg 未満となっています。

　内科診療部長　窪田　容久

公立神崎総合病院のコーナー

Q

A

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

Q

A

Ａ｛

保
健
・
福
祉

～ 6月は食育月間、毎月 19日は食育の日～

『食育ランチョンマット（神河版）』
　昨年６月の広報と一緒に配布しました『食育ランチョンマット』は活用いただいていますか？
　今月は、食育月間にあわせてランチョンマットを使った元気な身体づくりをお伝えします。

『あか・き・みどりのランチョンマット』で、生活習慣病予防！
　　　　　　　　　　　　　　食べる前にお皿をおいて、
　　　　　　　　　　　　　　　お皿の重なりをチェックしてみると⇒　かかりやすい病気は？

①き（主食）のところばかり⇒　糖尿病（認知症）、肥満
②あか（主菜）の数が多い⇒　脂質異常症、痛風、肥満
③あか（主菜）が少ない⇒　　貧血、脳出血
④みどり（副菜）の数が多い⇒　塩分が多くなりがちです
⑤みどり（副菜）が少ない⇒　便秘、脂質異常症、糖尿病、
　　　　　　　　　　　　　　肥満、痛風
お皿の数は、き１・あか１・みどり２が、おすすめです。

※どの年代にも使えます。あなたの身体は、あなたが食べたものでできています。ぜひ、ランチョンマ
　ットにのせて、ご自分の食事のバランスをチェックしてみてください。

ランチョンマットって？
　食卓で皿や箸などをのせるために
使われる小さな敷物のことです。
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6月
ロビー展

中央公民館

フォトやまびこ写真展

神崎公民館
さつき展

（出展：佐想善克氏・山田成信氏）

公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１

あ や め 学 級 　　　　　　　会場：中央公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

6月 13 日㈭

10：20 ～
　11：50

教養講座　②
「ノーベル賞と女性と料理」
　　　日本笑い学会岡山支部
　　　　　鈴木　啓介　先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座　②
（俳句・短歌・民謡・園芸・
コーラス・色えんぴつ画）

あじさい学級 　　　　　　　会場：神崎公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

6月 27 日㈭

10：00 ～
　11：30

教養講座　②
「八重の桜」
　　　歴史研究家
　　　　　黒田美江子　先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座　②
（書道・民謡踊り・茶道・華道・
歌謡・野の花・園芸・グラウ
ンドゴルフ）

成人ゼミナール ② 　　　　　　会場：中央公民館

月　日 時間 内　　　　　容

6月 15 日㈯ 13：30 ～
15：00

「児童養護施設のこどもたち」
　　　児童養護施設長
　　　　　太田　浩之　先生

公 民 館 教 室 　　会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室
（初級）

6月  6日㈭　②
19：30～

6月20日㈭　③

パソコン教室
（初級）

6月  1日㈯　②
10：00～

6月22日㈯　③

公 民 館 教 室 　　会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室
（初級）

6月  7日㈮　②
10：00～

6月21日㈮　③

山野草展

第８回　神河町美術展のお知らせ

　町内の多くの皆様に出展していただきますよう
ご案内申し上げます。         
　期日までに、作品づくりをお願いします。

美術展　9月 6日㈮～９月８日㈰   
会　場　神崎公民館・神崎体育センター 
部　門　日本画・洋画・書・写真・彫塑工芸
　　　・１部門１人１点とする
　　　・未発表の作品であること
　　　・中学生以下の作品は除く
出品料　不　　要
搬　入　8月 31 日㈯　10：00 ～ 16：00
　　　　9月  1 日㈰　 9：00 ～ 11：00
表彰式　9月  8 日㈰　14：00 ～
　　　　入選作品を展示の上、優秀な作品を表彰
　　　　します。
主　催　町・町教育委員会
後　援　町議会・郡美術協会・町文化協会・兵庫
　　　　西農業協同組合・町商工会・中はりま森
　　　　林組合

　公募要項・出品申込書は、
中央公民館・神崎公民館まで

ロビー展より

切り絵展

着物・帯　リメーク展 絵画サークル作品展

フジの盆栽 和紙人形展
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【神崎公民館】
双頭の船	 池澤　夏樹
心	 姜　　尚中
桜舞う	おいち不思議がたり	 あさの　あつこ
つくもがみ、遊ぼうよ	 畠中　　恵
サクラ秘密基地	 朱川　湊人
ふたり　Ｃｈｉｅ　ａｎｄ　Ｍｏｓｓ
	 神田　　茜
杉下右京の密室	 碇卯人　　
137億年の物語
　－宇宙が始まってから今日までの全歴史－
	 クリストファー・ロイド

他7冊

新着図書のご案内
【中央公民館】　　　　　
満つる月の如し　仏師・定朝	 澤田　瞳子
嵐のピクニック	 本谷有希子
ある一日	 いしい　しんじ
また次の春へ	 重松　　清
大迷走	 逢坂　　剛
八重の桜　２	 山本むつみ
さきちゃんたちの夜	 よしもと　ばなな
五二屋傳蔵	　　　　　　　　　　　山本　一力
色彩を持たない多崎つくると、
　　　　　　　　彼の巡礼の年　	 村上　春樹
夢幻花	 東野　圭吾

他12冊
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ら
り
ゆ
ら
揺
ら
れ
て
揺
れ
る
黄
水
仙　
　
　

黒
田　

康
徳

手
作
り
の
草
餅
届
く
午
後
三
時　
　
　
　
　
　

近
沢　

節
子

俳
句
会　
　

「
あ
や
め
社
」　　

廃
校
の
校
庭
名
残
の
花
吹
雪　
　
　
　
　
　
　

大
仲
美
津
子

山
ひ
と
つ
隔
て
し
里
や
花
こ
ぶ
し　
　
　
　
　

草
壁　

美
江

汗
の
顔
笑
ふ
ほ
ど
母
に
似
る　
　
　
　
　
　
　

藤
田
千
代
子

双
子
と
て
得
意
そ
れ
ぞ
れ
初
燕　
　
　
　
　
　

福
岡
ま
ゆ
み

若
葉
風
曾
孫
に
自
転
車
ね
だ
ら
れ
し　
　
　
　

大
和　

初
子

孫
集
ひ
米
寿
祝
ふ
卯
月
か
な　
　
　
　
　
　
　

吉
岡
智
恵
子

あ
じ
さ
い
短
歌
会

レ
ン
ギ
ョ
ウ
が
春
雨
う
け
て
生
き
生
き
と

　
　

黄
の
花
枝
に
満
ち
て
明
る
む　
　
　
　
　

綾
部
百
合
子

ち
ゃ
ん
付
け
て
呼
ぶ
友
の
い
て
「
お
豆
さ
ん

　
　

た
い
た
か
ら
」
と
小
鉢
に
入
れ
て　
　
　

澤
田
新
喜
子

う
ら
ら
か
な
春
の
朝
な
り
昨
日
ま
で

　
　

裸
木
の
カ
エ
デ
に
つ
や
や
か
な
新
芽　
　

藤
原　

久
美

ウ
グ
イ
ス
の
声
き
く
に
つ
け
こ
こ
か
し
こ

　
　

春
の
息
吹
が
伝
わ
る
よ
う
だ　
　
　
　
　

澤
田　

幸
江

し
み
じ
み
と
物
の
哀
れ
を
知
る
ほ
ど
の

　
　

少
女
と
な
り
し
君
と
語
り
ぬ　
　
　
　
　

坂
田　

剛

く
ち
な
し
句
会

囀
や
古
墳
の
山
の
大
樹
か
な　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
素
山

菜
の
花
や
百
姓
現
役
つ
と
め
た
し　
　
　
　
　

山
名
き
く
ゑ

菜
の
花
を
分
け
て
流
る
る
小
川
か
な　
　
　
　

小
林　

厚
子

囀
や
話
ち
ぐ
は
ぐ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　
　
　
　
　

中
島　

恵
子

囀
も
一
人
身
な
れ
ば
憎
か
ら
ず　
　
　
　
　
　

前
田　

昭
博

囀
や
う
つ
つ
の
中
の
目
覚
め
か
な　
　
　
　
　

松
本
や
ゑ
子

文　芸　欄

　退職し、花を愛でながら悠々自適な生活
を送っていた老人・秋山周治が殺された。

遺体の第一発見者は孫娘の梨乃。梨乃は祖父の死後、庭か
ら消えた黄色い花のことが気にかかり、花の写真をブログ
にアップする。それを見て、身分を隠して近づいてきたの
が、警察庁に勤務するエリート・蒲生要介。ひょんなこと
から、その弟・蒼太と知り合いになった梨乃は、蒼太とと
もに、事件の真相と黄色い花の謎解明に向けて動き出す。
西荻窪署の刑事・早瀬らも事件の謎を追うが、そこには別
の思いも秘められていた。張りめぐらされた伏線、緊張感
みなぎる展開、驚愕の真相に、ページをくる手が止まらな
い。作中、蒼太と梨乃が協力しあうなかで成長していく様
子も清々しい。「プラチナ・データ」「ガリレオ・シリーズ」
の映像化で話題沸騰の著者による待望の新作長編。著者自
らが、「こんなに時間をかけ、考えた作品は他にない」と
語る会心作が、10 年の時を経て誕生した。

　失恋目前のトモヒロが乗り込んだ瀬戸
内の小さなフェリーは、傷ついたすべて
の人びとを乗せて拡大する不思議な「方
舟」だった。船は中古自転車を積みこみ
ながら北へと向かい、被災地の港に停泊
する。200 人のボランティア、100 匹の犬、
猫や小鳥、「亡命者」―。やがて船上に
仮設住宅が建ち、新しい街と新しい家族
が誕生し…。希望を手離すまいという強
い意思にみちた痛快な航海記。

双頭の船
　　　著　者　池澤夏樹　　
　　　発行所　新潮社

夢幻花
　　　　著　者　東野　圭吾
　　　　発行所　ＰＨＰ研究所

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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問い合わせ　おひさまルーム　☎ 34－0315　
利用時間：10時～16時（土・日・祝日は休み）

子育
て学習センター

場　所 日（曜日） 持ち物

きらきら館 19 日（水）
お茶
汗拭きタオル
バスタオル（ねんね）

【グループ活動】　時間　10：00～ 11：30

あんよコース　10：00 ～ 10：55
ねんねコース　11：05 ～ 12：00

【すくすく赤ちゃん体操】

場　所 日（曜日） 持ち物

神崎体育

センター

A

7日
（金） 体育館シューズ

（親子）　
お茶
汗拭きタオル

21 日
（金）

Ｂ 14 日
（金）

【親子ハッピー体操】

2 歳児　10：00 ～ 10：55
3 歳児　11：05 ～ 12：00

おひさま

対　象 内　　　　　容 日（曜日） 場　所

0歳児 お母さんと赤ちゃんの
　　友だちつくり

12 日（水）
きらきら館

26 日（水）

１
歳
児

ひ
ま
わ
り

お散歩ラリー 4日（火）大河内保健福祉センター

にっこり講座 18 日（火）きらきら館
さ
く
ら
ん
ぼ

散歩に行こう！ 11 日（火）大河内保健福祉センター

にっこり講座 25 日（火）きらきら館

２
歳
児

合
同 散歩に行こう 13 日（木）きらきら館

A わくわく学習会 27 日（木）きらきら館

B わくわく学習会 28 日（金）きらきら館

3歳児
冒険家になろう 6日（木）大河内保健福祉センター

わくわくプール体験 20 日（木）町民温水プール

自由参加
おひさまタイム 5日（水）大河内保健福祉センター

おひさま広場 7月3日（水）きらきら館

自由参加
（要申込）

地域交流・比延地区 10 日（月）比延集会所

地域交流・高朝田地区 17 日（月）高朝田集会所

～おひさまルームに遊びにきてね～

ところ　大河内保健福祉センターの２階
と　き　10：00 ～ 16：00（月～金）
※子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。
　子育て相談も受け付けています。
　子育て中の方ならどなたでも参加できますので、
　お気軽に遊びにおこしください。

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

～おひさま広場～
と　き　7月 3日（水）　10：00 ～ 11：30
ところ　きらきら館
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
　　　　（おじいさん・おばあさんもお孫さんと
　　　　一緒にどうぞ）
内　容　たくさんのおもちゃで自由に遊べます。
　　　　子育ての相談も受け付けています。
参加費　無料

※グループ活動は途中入会もできます。



かみかわ　No.9119 

子育
て学習センターサークル紹介（中央公民館）

キルトパーティー

問い合わせ　きらきら館☎32－2410

　私達のサークルは、手芸の好きな女性達の集まり
です。
　先生なし、お互い教え合いの精神で、和気あいあ
いなごやかな雰囲気の中で、月３回、木曜日、午前
９時から午後４時まで開催しています。
　作品は、まず年１回、秋の文化展に向けて、みん
なで同じ作品に挑戦します。作品が決まれば、みん
なで生地選びに出掛けて、買物や食事をするのも楽
しみの一つです。
　それ以外は、個々に作ってみたいと思うものを作
ります。上手下手はともかく、出来上がった時の喜
びはひとしおです。
　これからも、ボケ防止の為、みんなで頑張り続け
たいと思っています。

　活動日　月３回　木曜日
　時　間　午前９時～午後４時
　場　所　中央公民館　第２研修室
　指導者　　　　
　代表者　松本美好　☎34－0765

開 館 時 間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★
　
★
　
★
　
★
　★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★
　
★
　
★
　
★
　★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

問い合わせ　中央公民館　☎３４－１４５０

あおぞら図書館（巡回）
6月 13日（木）貝野～比延 方面

9：30～ 12：00

おはなしなあに？
6月 8日（土）　10：00～
・季節の本の読み聞かせ

　きらきら館の本を持って、車で巡回してい
ます。お気軽に声をかけてくだされば停車し
貸出します。ぜひご利用ください。

「
は
な
ま
つ
り　

天
道
花(

て
ん
と
う
ば
な)

」

　

作
畑

　

釈し
ゃ
か迦
の
誕
生
日
４
月
８
日
（
旧
暦
５
月
８
日
）
に
行
わ
れ
る
、

釈
迦
誕
生
に
甘
茶
を
注
い
で
ま
つ
る
灌か
ん
ぶ
つ
え

仏
会
の
こ
と
で
、
寺
院
で

は
木
で
作
ら
れ
た
花は
な

御み
ど
う堂
を
設
け
、
内
部
に
釈
迦
生
誕
仏
を
安
置

し
、
そ
の
屋
根
に
季
節
の
美
し
い
草
花
を
葺
い
て
飾
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
印
象
的
な
の
で
「
は
な
ま
つ
り
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ

の
祭
は
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
近
世
に
な
る
と
村
落
の

寺
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

民
俗
行
事
と
し
て
は
、
４
月
８
日
を
卯う
づ
き月
八よ
う
か日
と
呼
び
農
耕
の

開
始
・
籾
種
ま
き
を
す
る
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
甘
茶

を
田
ん
ぼ
の
ま
わ
り
に
ま
け
ば
虫
が
つ
か
な
い
と
か
、
家
の
ま
わ

り
に
ま
け
ば
蛇
が
は
い
ら
な
い
と
か
伝
え
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
天
道
花
と
呼
ば
れ
る
、
長
い
竹
竿
の
先
に
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
ウ
ツ
ギ
、
フ
ジ
な
ど
の
花
を
つ
け
て
、
庭
に
立
て
た
り

し
ま
す
。

　

今
で
も
作
畑
で
は
、
こ
の
天
道
花
を
さ
れ
て
い
る
お
宅
が
あ
り

ま
す
。

あおぞら図書館（会場開催）
6月 22日（土）10：30～
会場：センター長谷

　きらきら館にある色々な本を持って行きま
す。本の貸出や読み聞かせ、折り紙遊びもし
ます。大人の方から小さなお子さんまでたく
さんの方のお越しをお待ちしています。

きらきらミニシアター
6月 29日（土）10：00～

『ロボジー』
　弱小家電メーカーの社員 3人とロボットを
演じることになったおじいさん、そのロボッ
トに恋をした女性たちが繰り広げる爆笑コメ
ディーです。皆さん是非お越しください。

神
河
町
の
歴
史
文
化
遺
産　

86

はなまつり

天道花
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親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

球
技
大
会
に
向
け
た
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
場
、
ま
た
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
場
と
し
て
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
０
時
45
分
受
付

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
開
会
式

と
こ
ろ　

町
民
体
育
館

　
　
　
　
　
（
神
河
町
長
谷
）

構　

成　

小
学
生
４
名
以
上
、
大

　
　
　
　

人
２
名
以
上
の
合
計
12

　
　
　
　

名
以
内
と
し
、
男
女
の

　
　
　
　

内
訳
は
自
由
で
す
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

申
込
み　

６
月
７
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　

に
教
育
課
へ

問
い
合
わ
せ　

教
育
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

第
17
回
神
河
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

　

神
河
町
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
第

17
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
１
人
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

と　

き　

６
月
22
日
（
土
）

と
こ
ろ　

粟
賀
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

参
加
資
格　

町
内
に
在
住
も
し
く

　

は
在
勤
、
ま
た
は
出
身
者

募
集
人
員　

１
４
０
名
程
度

参
加
費　

１
１
，
０
０
０
円

（
メ
ン
バ
ー
は
１
０
，
０
０
０
円
）

　

セ
ル
フ
プ
レ
ー
代
、
昼
食
、
会

食
、
賞
品
、
大
会
参
加
費
を
含

む

　

順
位
賞
の
ほ
か
福
引
き
大
会
な

ど
も
開
催

競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
、
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方

式
申
込
み　

６
月
９
日
（
日
）
ま
で

に
粟
賀
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
へ
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
み
下
さ
い
。

☎
３
２
―
１
６
２
１

FAX
３
２
―
１
６
２
６

ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
費
を

補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
に
よ
る

危
害
を
防
止
す
る
た
め
、
ス
ズ
メ

バ
チ
の
駆
除
費
に
対
す
る
補
助
金

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
付
要
件

①
町
内
の
住
居
等
の
建
物
（
そ
の

土
地
等
を
含
む
）
に
営
巣
し
、

活
動
し
て
い
る
巣
で
あ
る
こ
と
。

②
駆
除
業
者
に
委
託
し
、
駆
除
す

る
こ
と
。

補
助
金
の
額　

駆
除
費
用
の
２
分

の
１
に
相
当
す
る
額
。た
だ
し
、

５
千
円
が
上
限
で
す
。

注
意
事
項　

事
前
の
申
請
が
必
要

　

で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

農
林
業
係　

☎
３
４
―
０
９
６
０

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　

兵
庫
県
で
は
、
次
の
と
お
り
狩

猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
と
は　

狩
猟
期
間
中
に

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟

鳥
獣
を
捕
獲
す
る
の
に
必
要
な

資
格
で
す
。

　
　

ま
た
、
県
や
市
町
の
許
可
を

受
け
て
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
も
原
則
的
に
必
要
で
す
。

狩
猟
の
楽
し
み
と
公
益
性　

狩
猟

は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
料
理
を

楽
し
む
と
い
う
魅
力
の
ほ
か
、

農
林
業
被
害
を
与
え
る
野
生
動

物
の
生
息
頭
数
を
適
正
に
管
理

す
る
と
い
う
公
益
性
も
兼
ね
備

え
て
い
ま
す
。

試
験
の
日
程
と
場
所

◎
１
回
目

申
込
期
間　

６
月
３
日
～
18
日

知
識
、
適
性
試
験
日
及
び
場
所

　

７
月
６
日
（
土
）

会
場
（
神
戸
、
姫
路
、
養
父
、
南

　

あ
わ
じ
）

技
能
試
験
日
及
び
場
所　
（
知
識
、

適
性
試
験
の
合
格
者
の
み
）

　

７
月
20
日
（
土
）
姫
路

　

も
し
く
は

　

７
月
28
日
（
日
）
神
戸

２
回
目

申
込
期
間　

８
月
５
日
～
20
日

知
識
、
適
性
試
験
日
及
び
場
所

　

９
月
11
日
（
水
）
姫
路

　

も
し
く
は

　

９
月
18
日
（
水
）
神
戸

技
能
試
験
日
及
び
場
所　
（
同
日

午
前
中
の
知
識
、
適
性
試
験
の

合
格
者
の
み
）

　

９
月
11
日
（
水
）
姫
路

　

も
し
く
は

　

９
月
18
日
（
水
）
神
戸

免
許
の
種
類

・
網
猟
（
主
に
鳥
類
）

・
わ
な
猟
（
獣
類
の
み
）

・
第
一
種
銃
猟（

装
薬
銃
、
空
気
銃
）

・
第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）

初
心
者
講
習
会

　

兵
庫
県
猟
友
会
の
主
催
で
、
試

験
前
の
６
月
８
日
と
８
月
３
日

に
、
こ
れ
か
ら
狩
猟
免
許
試
験
を

受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に
し
た
知

識
、
技
能
に
関
す
る
初
心
者
講
習

会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

試
験
に
関
す
る
こ
と

　

姫
路
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　

森
林
林
業
課

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
２
８
９

初
心
者
講
習
会
に
関
す
る
こ
と

　

兵
庫
県
猟
友
会

☎
（
０
７
８
）
３
６
１
―
８
１
２
７

く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

本　庁
総務課　　　　　34－ 0001
議会事務局　　　34－ 0213
地域振興課
　地域振興係　　34－ 0185
　商工観光係　　34－ 0971
　農林業係　　　34－ 0960
教育課　　　　　34－ 0212
住民生活課　　　34－ 0962
税務課　　　　　34－ 0961
建設課　　　　　34－ 0964
上下水道課　　　34－ 0966
会計課　　　　　34－ 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32－ 1222
　健康福祉課　　32－ 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32－ 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34－ 0965
公民館
　中央公民館　　34－ 1450
　神崎公民館　　32－ 1681
センター長谷　　35－ 0001

　男　　5,849 人　 （－ 10）
　女　　6,555 人　 （－ 10）
　計　 12,404 人　 （－ 20）
世帯数　4,123 世帯（　   1）

人 の 動 き

※ 2013 年 4 月 30 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　31 人
　出生　  4 人

転出　41 人
死亡　14 人

※ 2013 年 4 月中の異動

　

募　

集　
　

　

お
知
ら
せ
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中
播
磨
く
す
の
木
学
級
のお

さ
そ
い

　

く
す
の
木
学
級
と
は
、神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町
・
姫
路
市
に
お

住
ま
い
の
聴
覚
障
が
い
、
言
語
障

が
い
の
あ
る
方
が
、
社
会
人
と
し

て
の
幅
広
い
教
養
を
深
め
、
よ
り

多
く
の
人
た
ち
と
交
流
を
と
お
し

て
相
互
理
解
を
深
め
、
共
に
生
き

る
喜
び
を
創
造
す
る
た
め
の
場
と

し
て
開
設
す
る
も
の
で
、
年
間
４

～
５
回
、
７
月
～
10
月
ま
で
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
日
曜
日
を
中
心
に

開
か
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
福
崎
町
で
開
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
教

養
講
座
や
体
験
教
室
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
社
会
見
学
等
、
み
な

さ
ん
が
楽
し
ん
で
学
べ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
、
手
話
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
参
加
費
は

無
料
で
、
教
室
会
場
ま
で
町
職
員

が
送
迎
し
ま
す
。

　

新
た
な
出
会
い
を
求
め
て
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
課

☎
３
４
―
０
２
１
２

FAX
３
４
―
０
６
４
５

飲
食
店
の
た
め
の

　
　
　

受
動
喫
煙
防
止
セ
ミ
ナ
ー

　

兵
庫
県
は
、
平
成
24
年
３
月

に
「
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
は
そ
の
規

制
が
飲
食
店
等
に
も
適
用
さ
れ
る

た
め
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
等
の
施

設
管
理
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
及
び
場
所

６
月
19
日
（
水
）
姫
路
労
働
会
館

６
月
20
日
（
木
）
た
つ
の
市
福
祉

　
　
　
　
　
　
　

会
館

対
象
者　

飲
食
店
、
喫
茶
店
等
の

　

施
設
管
理
者

内　

容

①
受
動
喫
煙
防
止
等
に
関
す
る
条

例
、
助
成
制
度
、
分
煙
方
法
に

つ
い
て

②
講
演
「
顧
客
か
ら
み
た
お
店
選

び
と
受
動
喫
煙
の
考
え
方
」（
姫

路
会
場
）

　
「
受
動
喫
煙
と
自
社
の
経
営
戦

略
」（
た
つ
の
会
場
）

　

講
師　

野
﨑　

俊
一　

氏

　
（
立
教
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ザ
イ
ン
研
究
特
任
教
授
）

③
助
成
制
度
、
分
煙
に
関
す
る
相

談
会
（
予
約
制
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

中
播
磨
健

　

康
福
祉
事
務
所　

企
画
課

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
２
０
９

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

法
務
省
で
は
、６
月
24
日
（
月
）

か
ら
30
日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間

を
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強

調
月
間
」
と
し
て
、
学
校
に
お
け

る
い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な

ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日　

時

　

６
月
24
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

６
月
29
日
（
土
）
30
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

連
絡
先

☎
（
０
１
２
０
）
０
０
７
―
１
１
０

（
全
国
共
通
・
無
料
）

相
談
員

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ

　

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
（
０
７
８
）
３
９
２
―
１
８
２
１

（
内
線
３
４
６
）

消
費
者
被
害
無
料
法
律
相
談
会

の
開
催
に
つ
い
て

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
姫
路
支
部
で

は
、
消
費
者
問
題
に
精
通
し
た
弁

護
士
が
、
次
の
日
程
で
毎
月
１
回

土
曜
日
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

思
い
悩
む
前
に
、
お
気
軽
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

６
月
22
日
、７
月
27
日
、

８
月
24
日
、
９
月
28
日
、
10
月

26
日
、
11
月
30
日
、
12
月
21
日
、

１
月
25
日
、
２
月
22
日
、
３
月

22
日

　
　

各
回
10
時
～
12
時

　
　

お
一
人
40
分
程
度
で
無
料
で

　

弁
護
士
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

相
談
日
の
前
日
ま
で
に
（
☎

（
０
７
９
）
２
８
６
―
８
２
２
２
）

　

へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

相
談
枠
が
予
約
で
埋
ま
っ
た

場
合
は
、
予
約
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
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神河町役場　所在地：〒 679－3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64
TEL：0790－34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦人権をたしか
　める日

◦第 3 回病院祭
　「すずらん祭」
　11：00 ～総病

◦パソコン教室
　（初級）
　10：00 ～中公

2

1

3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 2221

23 24 25 26 27 2928

6 月くらしのカレンダー

◦ 6/3 ～ 6/7
トライやる・ウイーク

◦心配ごと相談
　13：00 ～
越知公民館

（但し、要予約
☎ 32－2303）

◦すくすく相談
　13：30 ～神支

◦親子バレーボール大会
　12：45 ～
町民体育館

◦町民温水プール
　20 周年記念事業
　「水中パフォーマ
　ンスショー」
　17：00 ～
◦成人ゼミナール
　13：30 ～ 中公

◦町民温水プール
　20 周年記念事業
　「水泳大会」
　9：00 ～

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～

大畑コミセン

◦ 4 歳児相談
　13：30 ～神支

◦あやめ学級
　教養 10：20 ～
　趣味 13：00 ～
　	 	 　中公

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～ 保セ

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～ 保セ

◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～中公

◦あじさい学級
　教養 10：00 ～
　趣味  13：00 ～
　	 	 　神公

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～ 保セ

◦消費者相談
13：30 ～ 15：30

  本

◦古文書教室
　（初級）
10：00～神公

◦ 3 か月児健診
　BCG 予防接種
　13：00 ～神支

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

8

◦町民ゴルフ大会
粟賀ゴルフ場

◦パソコン教室
　（初級）
　10：00 ～中公

◦健康福祉
　なんでも相談
　9：00 ～神支

◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～中公

◦古文書教室
　（初級）
10：00～神公

30
◦郡消防操法大会
　8：30 ～

神崎小 G


